
＜指標＞

単位 H26 H27 H28 H29 R1

目標 40 40 40 70
実績 40 60 66 49 66

達成率 ％ - 150.0% 165.0% 122.5% 94.3%
目標 - 8 9 25
実績 - 7 11 20 25

達成率 ％ - 137.5% 222.2% 100.0%
目標 8 19 18 18
実績 8 19 19 18 18

達成率 ％ - 237.5% 100.0% 100.0% 100.0%
目標 1 3 3 13
実績 1 1 1 1 1

達成率 ％ - 100.0% 33.3% 33.3% 7.7%
目標 - 35.0 40.0 50.0
実績 - 25.0 29.0 31.9 29.8

達成率 ％ - 82.9% 79.8% 59.6%
目標
実績

達成率 ％
目標
実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

コード Ⅲ-7-13 施策名

施策の
方針

H30

地区の防災訓練の実施回数 年間防災訓練実施回数
回

40

まちづく
り

の方針

施策の
目的

家具の転倒防止対策をしてい
る家庭の割合

臼杵市よりよいまちづくり
アンケート調査結果による
割合

45.0
30.5
67.8%

親子で作る防災ノートの作成校
数

小学生が防災ノートを作成
した学校数

4
1

25.0%

施策の
内容

90
225.0%

新規で訓練を開始した地区数
(累計）

現在防災訓練を実施
地区

23

指標名 説明・算式・引用

46
200.0%

新規
指標

小中学校における防災教育及
び訓練の実施回数

年間３回以上実施した学
校数

校
18

校

％

令和2年度以降
の課題

指標の分析

領域名 必要度 満足度

維持領域 2.55 1.74

・防災訓練については、定着している地区もあり、「自分の命は自分で守る」という意識が深化しているものと思われます。また、地区
で新たな訓練を取り入れるなど防災に関しての意識の向上が図られているものと思われます。
・小中学校においては、訓練の定着は行われており、安全対策においては、講じておりますが、防災ノートを作成する小学校は延び
悩んでおり、さらなる防災教育の充実を図っていくことが求められます。

・令和元年度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足
度」ともに高く、「維持領域」に位置しており、取り組みの維
持・継続が望まれています。

市民意識調査
結果

（R1調査）

昨年と同様に「維持領域」に位置しており、市民にとって注
目がある事務事業となっているので、引き続きの取り組み
が重要と思われます。

市民意識調査
結果分析

18
100.0%

課名 氏名 内線

総務課防災危機管理室 中尾　敬 1512

自主的な防災活動及び防災教育の推進

災害に強い組織・人をつくる

市民一人ひとりが、地震・津波・豪雨災害などさまざまな災害に対して、避難場所・避難方法などの知識を身につけ「自分の命は自分で守
る」という意識を持ち、主体的に判断・行動ができ、実践できる体制づくりをめざします。また、それぞれの地域でお互いが助け合う「共助」
をより一層することで、地域で安心して暮らせる環境づくりをめざします。

臼杵市 施策評価シート
（令和元年度）

評価
担当者

地区の防災訓練を始めとした防災活動の推進を行います。また、各小中学校で親子で防災ノートを作成するなどして、防災教育・学習の
充実・強化を図り、災害に強いまちづくりに取り組みます。

自助・共助の精神を持った市民が暮らす、災害に強いまち（防災）

実績の推移

・地区の高齢化等により、防災訓練が行えない又は参集人数が少ない地区が多くなっている現状となっています。よって、
訓練未実施地区への実施の啓発活動や近隣の地区と合同で行う訓練などを呼びかけてるとともに、命を守るためには、
まず逃げるという考え方を持ち、「自分の命は自分で守る」、「自分たちの地域は自分たちで守る」の意識を拡充させるた
め、多くの市民が参加できるような防災教育の場を設けていくことが必要と思われます。

1.00
1.15
1.30
1.45
1.60
1.75
1.90
2.05

1.80 1.95 2.10 2.25 2.40 2.55 2.70

維持領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要度

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

H30年度
実績

R1年度
実績

R2年度
見込み

1

総務課
防災危
機管理
室

1,800 1,800 1,800 重点継続

2
学校教
育課

- - - - 

3

総務課
防災危
機管理
室

200 200 200 －

4

総務課
防災危
機管理
室

114 114 118 －

5
消防本
部総務
課

241 243 368 

6

7

8

9

10

2,355 2,357 2,486 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

課長評価

最重点施策であり、
来年度強化する

進捗状況

やや遅延

地区住民の高齢化等により、活動が年々厳しくなってきている地区もあると思われますが、家具などの転倒防止対
策や命を守るために「まず逃げる」という考えのもと住民主体での避難訓練等、「自助」「共助」のさらなる深化、醸成
が重要と考えます。

進捗状況 内部評価

- -

課の
重点

※運営計
画記載

課長
評価

公
共
５
ヵ

年

外部評価

-

合計

評価のコメント

消防団充実強化事業
（研修・訓練）

Ⅲ-7-14
消防団員の知識・意識・技術の向
上を図ります。

家具転倒防止対策推
進

Ⅲ-7-14

ジュニア防災リーダー
の育成

Ⅲ-7-14

他の
関連施策
コード

防災訓練の強化・充実 Ⅲ-7-14

小中学校における防災
教育及び訓練

Ⅴ-12-27

事業費（単位：千円）

事業内容

自主防災組織や防災士連絡協議
会主体に実施する訓練、研修の支
援します。

小中学校における防災教育及び
より実践的な防災訓練を実施しま
す。

家具等の転倒による被害の防止
又は軽減を図るため６５歳以上世
帯への支援を行います。

市内の中学校２年生を対象に、次
世代のジュニア防災リーダーを育
成します。

事務事業名

担当課
※実施
した課
を記入


